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１．はじめに：食鳥処理工程において、微生物制御を目的として次亜塩素酸 Na が繁用される

が、この殺菌効果をブロイラーの皮膚を用いたサルモネラの接種試験により検証した。  

２．材料及び方法：エタノールで殺菌したブロイラーの皮膚をサルモネラ（O７群；食鳥処理

場で分離されたもの）の菌液（10５個/ml レベルに調整）に 20 分間浸漬し供試皮膚とし、次

の諸条件で次亜塩素酸 Na 溶液を作用させ殺菌の効果をみた。 

［冷却槽のモデル］①次亜塩素酸 Na 製剤（4％）を蒸留水で 80ppm に希釈したもの（pH 測

定値 9.96）、②①の溶液を塩酸で pH6.6 に調整したもの、③実際に管内の処理施設で使用さ

れている溶液（pH 測定値 6.6）の３種類に供試皮膚を浸漬し、それぞれ 1，5，10，15 分間

後に皮膚の 25 ㎝２を滅菌ガーゼタンポンで拭取り、DHL 寒天培地で混釈培養して 1 ㎝２あたり

の菌数を測定した。 

［次亜塩素酸 Na 溶液噴霧のモデル］管内Ｆ処理場では、中抜き後、冷却槽浸漬→次亜塩素酸

Na 溶液噴霧→冷却→次亜塩素酸 Na 溶液噴霧の工程を採用しているが、試験室内でこの工程を

再現し供試皮膚を用いて、上記と同様の方法で殺菌の効果を測定した。冷却槽のモデルとして

上記の①、②およびコントロールとして蒸留水を用い、それぞれ 16℃及び 27℃で１分間浸漬

を行った。噴霧には実際の処理工程で使われている溶液（上記③）を用いた。なお、冷却は

4℃40 分間で行った。 

３．成績及び考察：冷却槽のモデルでは、サルモネラは浸漬時間の経過に伴って有意に減少す

ることが確認された。pH を 6.6 に調整した次亜塩素酸 Na 溶液では、15 分間後にサルモネラ

が不検出であった。噴霧のモデルでは、10－１～10－２のサルモネラの減少が認められ、条件に

よっては、サルモネラが不検出となった。 

今回の検証で次亜塩素酸 Na 浸漬による微生物制御は、効果を得るためには一定以上の時間が

必要であることが裏付けられた。したがって、Ｆ処理場における冷却槽浸漬時間はきわめて短

い（１分間前後）ため十分な効果は期待できないものと考えられた。また、噴霧については、

次亜塩素酸 Na 濃度、pH、水温の条件を適切に設定すれば十分な微生物制御の効果が期待でき

るものであった。今回の結果を実際の食鳥処理工程に応用し、効果的な微生物制御についてさ

らに検討を加えていきたい。 


